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要 旨 A病棟の心疾患患者における自己管理指導の現状は，患者の理解度，これまでの生活
や病気のプロセスを理解した個別性のある指導が実施できておらず，画一的な指導で

終わっていることが多い．また，A病棟は高齢者が多く入院している背景があり，自己管理指導
を行った患者に対して，妥当性のある評価方法を用いて理解状況の評価を行った経験もなく，客
観的視点から患者の理解度を評価できていない．今回，A病棟に入院した心疾患患者の中で，高
齢慢性心不全患者の自己管理に対する理解度を「高齢慢性心不全患者のセルフケア評価尺度」を
用いて評価した．65歳以上の高齢慢性心不全患者４名を対象とした．１．必要な知識と実践，２．
生活の中で獲得される管理の習慣と継続，３．身体徴候の変化に対する認識と対応，４．自ら獲
得する支援体制の４つのカテゴリーで単純集計を行った．結果，各カテゴリー間に平均点の差は
認められなかった．「適切な運動量」について対象者の理解度が低く，日常生活に即した運動形態・
負荷量や外食時の選び方について患者に確認し，具体的な方法についての指導が行えていない現
状が明らかとなった．「体重のセルフモニタリング」について，退院後の自己管理行動における
知識と実践が結び付けられていない現状が明らかとなった．今回の研究で明らかになった問題点
から，今後はセルフモニタリングが退院後においても実践可能な指導方法について検討していく
必要がある．また，早期に患者および家族から自己管理状況を聴取し，日常生活に即した自己管
理指導が行えるように，家族を含めた指導介入を行っていくことが重要である．
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はじめに

　厚生労働省平成28年人口動態の概要１）によると

「日本における死因別死亡総数の順位では，心疾患
による死亡は悪性新生物に次ぎ２番目に多い．その
中でも，心不全による死亡は心疾患の内訳の中で
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